
海上保安レポート２０１２（概要版） 

○特集 東日本大震災 –海上保安庁の対応と今後の対策- 
（P13～P44） 

１．未曾有の大震災 
 平成 23 年 3 月 11 日、三陸沖を震源とする「平成

23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震」 が発生しま

した。我が国観測史上最大のマグニチュード 9．0の

巨大地震、地震による津波、津波による原子力発電

所事故の複合型災害である「東日本大震災」は多く

の死者・行方不明者に加え、多くの住民が避難生活

を余儀なくされるなど、未曾有の被害をもたらした

大震災として、歴史にその名を刻むこととなりまし

た。 

  

２．大震災に立ち向かう 
 海上保安庁では震災直後から総力を挙げて捜索・

救助にあたりました。また、行方不明者の捜索につ

いても、行方不明者の多い地域の沿岸部を中心に重

点的かつ継続的に実施しました。さらに、津波で港

などから流されて漂流する船舶について、生存者の

有無の確認を行ったほか、臨海部で発生した火災に

対して海上からの消火活動も行いました。 

 海上輸送路の安全を確保するための取組としては、

福島第一原子力発電所周辺海域の監視警戒、緊急輸

送路確保のための水路測量、航路障害物の回収作業、

津波により漂流した船舶のえい航救助等を実施しま

した。 

 さらに、海上保安庁の巡視船艇・航空機等の能力

を活かし、食料、燃料等の救援物資輸送や人員輸送

等を実施したほか、巡視船艇の浴室を被災された

方々に開放する等の現場支援も行いました。 

  

３．大震災を乗り越えて 
 海上保安庁においては、地震・津波により

被害を受けた東北地方太平洋沿岸一帯の航路

標識の復旧を被災港湾等の復旧に併せて実施

しているほか、被災港湾における海図を改訂

する作業等を進めています。また、東日本大

震災の教訓を踏まえ、巡視船艇・航空機の整

備や救難・防災資器材の整備等を推進し、防

災体制の強化を図ることとしています。 

 



○海上保安庁の任務・体制 （P45～P50） 

 海上保安庁の任務と体制について、その概要を紹介しています。 

 

○本編（P51～P116） 

 １．治安の確保（P51～P64） 
  密漁、密輸・密航、海賊、テロ、不審船等といった海

上犯罪の現況と対策について紹介しています。 

 ２．領海等を守る（P65～P70） 
  領海警備や排他的経済水域における権益の保全につ 

いて紹介しています。 

 ３．生命を救う（P71～P78） 
  海難救助や沿岸海域活動の安全推進のための取組み

について紹介しています。 

 ４．青い海を守る（P79～P84） 
  海洋環境保全対策や海上環境事犯への対応について

紹介しています。 

 ５．災害に備える（P85～P90） 

  事故災害対策や自然災害対策について紹介していま

す。 

 ６．海を知る（P91～P100） 
  海洋調査や海洋情報の提供について紹介しています。 

 ７．交通の安全を守る（P101～P110） 
  海難の現況と対策、航路標識の省エネ・エコロジー化  

等について紹介しています。 

 ８．海をつなぐ（P111～P116） 
  関係国や国際機関等との連携・協力、関係海上保安機

関に対する能力向上支援等について紹介しています。 

 

○目指せ！海上保安官（P117～P132） 
海上保安官を目指す皆さんへ、海上保安官の様々な

活動や教育機関、採用情報等を紹介しています。 

 

○語句説明・索引／図表索引（P133～P140） 

 

○資料編（P141～P151） 


